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ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
確
保
が
、
Ｅ
Ｕ
の
目

下
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
今
般
の
通
商
合
意
で
の
大
幅
な
妥
協
の

主
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
8
月
18
日
の
米
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首

脳
会
談
に
は
欧
州
主
要
国
首
脳
も
参
加
し
た
が
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
は
ア
ン

ト
ニ
オ
・
コ
ス
タ
Ｅ
Ｕ
大
統
領
で
は
な
く
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ

ン
欧
州
委
員
長
が
出
席
し
た
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
る
。一
方
、「
民
主

主
義
」
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
4
年
11
月
の
ル
ー
マ
ニ
ア
大
統
領
選

挙
に
ロ
シ
ア
が
ネ
ッ
ト
経
由
で
介
入
し
た
と
の
Ｅ
Ｕ
内
の
圧
力
を
受

け
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
憲
法
裁
判
所
が
無
効
の
判
断
を
示
し
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、Ｊ
・
Ｄ
・
ヴ
ァ
ン
ス
米
副
大
統
領
は
、「
欧
州
の
民

主
主
義
と
言
論
の
自
由
は
後
退
し
て
い
る
」
と
今
年
2
月
の
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
安
保
会
議
で
批
判
、
Ｅ
Ｕ
の
指
導
者
た
ち
や
メ
デ
ィ
ア
が
一
斉

に
反
発
し
た
。（
翌
日
の
仏
「
ル
・
モ
ン
ド
」
紙
は
「
Ｊ
Ｄ
ヴ
ァ
ン
ス

は
、
欧
州
に
対
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
戦
い
を
宣
戦
布
告
」
と
報
じ

た
。）要
す
る
に
、今
般
の
通
商
合
意
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
内
の
憤
り
の
正

体
は
、「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」、
す
な
わ
ち
「
普
遍
」
を
防
衛
す
る
た
め

に
、
そ
れ
に
無
理
解
な
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
助
力
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
「
不
都
合
な
真
実
」
へ
の
苦
渋
な
の
で
あ
る
。

「
普
遍
の
防
衛
と
伝
道
」
は
Ｅ
Ｕ
の
存
立
に
関
わ
る

　
Ｅ
Ｕ
が
機
能
し
発
展
す
る
過
程
で
は
、
必
ず
「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」、

つ
ま
り
「
普
遍
」
の
防
衛
と
伝
道
が
念
頭
に
置
か
れ
て
き
た
が
、
通

商
政
策
も
例
外
で
は
な
い
。
む
し
ろ
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
、
通
商
政
策
は

「
Ｅ
Ｕ
と
は
何
か
」と
い
う
答
え
を
探
す
主
要
経
路
な
の
だ
。Ｅ
Ｕ
は

27
カ
国
が
加
入
す
る
国
際
組
織
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
ロ
ー
マ
条

約（
1
9
5
7
年
）で
合
意
し
た
関
税
同
盟（
欧
州
経
済
共
同
体〔
Ｅ

Ｅ
Ｃ
〕）
に
由
来
す
る
（
厳
密
に
は
、
そ
れ
以
前
の
パ
リ
条
約
〔
51

年
〕
で
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
〔
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
〕
が
発
足
）。
そ
の
後
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
（
92
年
）、
リ
ス
ボ
ン
条
約
（
2
0
0
7
年
）

な
ど
を
経
て
、
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
守
備
範
囲
拡
大
と
制
度
化

を
徐
々
に
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
第
2
次
世
界
大
戦
で
傷
つ
い
た

「
欧
州
」
の
復
活
や
血
で
血
を
洗
う
戦
争
を
し
た
仏
独
の
和
解
と
い

っ
た
政
治
的
目
的
を
含
ん
で
お
り
、
単
な
る
経
済
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

で
は
な
い
。
そ
し
て
、
通
商
政
策
│
│
Ｅ
Ｕ
の
言
葉
で
言
え
ば
「
関

税
同
盟
」
と
「
共
通
通
商
政
策
」│
│
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
（
で
改

正
さ
れ
た
欧
州
機
能
条
約
）
に
Ｅ
Ｕ
の
排
他
的
権
限
と
規
定
さ
れ
た

限
ら
れ
た
項
目
（
5
項
目
）
の
う
ち
の
二
つ
で
あ
り
、
今
に
至
る
ま

で
Ｅ
Ｕ
の
中
核
的
権
能
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｕ
の
発
展
の
過
程
は
、「
Ｅ
Ｕ
と
は
何
か
」「
欧
州
と
は
何
か
」

と
い
う
根
源
的
問
い
へ
の
答
え
を
出
す
過
程
で
あ
り
、「
Ｅ
Ｕ
と
は

何
か
」
の
問
い
か
け
を
止
め
た
瞬
間
に
、
27
個
の
国
民
国
家
の
上
部

構
造
で
あ
る
「
Ｅ
Ｕ
」
の
存
在
が
危
う
く
な
る
。
Ｅ
Ｕ
は
ま
だ
、「
想
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今
年
7
月
27
日
、
欧
州
委
員
会
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・

ラ
イ
エ
ン
委
員
長
と
米
国
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
間
で
、

米
国
が
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
製
品
の
大
部
分
に
対
す
る
関
税
率
を
一

律
15
％
に
す
る
、
と
の
大
枠
合
意
に
達
し
た
と
い
う
発
表
が
な
さ
れ

た
。
他
に
も
、
Ｅ
Ｕ
企
業
の
対
米
投
資
や
Ｅ
Ｕ
の
米
国
産
液
化
天
然

ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
購
入
・
武
器
購
入
な
ど
も
合
意
さ
れ
た
模
様
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
評
価
は
、
日
本
同
様
賛
否
両
論

が
あ
る
が
、「
Ｅ
Ｕ
の
目
指
す
べ
き
『
戦
略
的
自
律
性
』
と
は
逆
に
、

む
し
ろ
対
米
依
存
が
高
ま
っ
た
」
と
い
う
経
済
安
全
保
障
的
観
点
の

批
判
か
ら
、「
米
Ｅ
Ｕ
合
意
は
『
屈
服
』
で
あ
り
『
暗
黒
の
日
』
で
あ

る
」
と
い
う
米
欧
間
の
政
治
力
の
差
に
対
す
る
や
り
場
の
な
い
憤
り

ま
で
、い
ず
れ
も
大
変
本
質
的
か
つ
深
刻
な
次
元
で
な
さ
れ
て
い
る
。

　
今
般
の
米
Ｅ
Ｕ
通
商
合
意
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
は
単
な
る
経
済
的

合
意
で
は
な
く
、
米
欧
間
の
政
治
経
済
全
般
に
関
す
る
現
時
点
で
の

均
衡
点
の
可
視
化
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
か
ら
、（
反
）
Ｅ
Ｓ
Ｇ

（
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
）、（
反
）
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
、
公
平

性
、
包
摂
性
）、
そ
し
て
「
民
主
主
義
」
と
い
う
、
こ
れ
ら
日
米
間
に

は
存
在
し
な
い
政
治
問
題
は
、
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
根
源
的
な

問
題
、
す
な
わ
ち
、「
Ｅ
Ｕ
と
は
何
か
」「
欧
州
と
は
何
か
」
と
い
う

問
題
、
言
う
な
ら
ば
「『
普
遍
』
の
正
当
性
」
に
直
結
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
２・０ 

Ｅ
Ｕ
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
連
携
の
可
能
性

│
│
Ｅ
Ｕ
の「
普
遍
」を
イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国
は
受
け
止
め
ら
れ
る
か

ト
ラ
ン
プ
関
税
で
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
。
そ
の

実
現
性
は
あ
る
の
か
。
Ｅ
Ｕ
の
原
理
原
則
を
出
発
点
に
考
え
る
。

・
Ｅ
Ｕ
は
「
普
遍
」
追
求
と
そ
の
伝
道
が
大
き
な
行
動
原
理

・
ト
ラ
ン
プ
の
米
国
と
Ｅ
Ｕ
域
内
の
極
右
が
「
普
遍
」
へ
の
圧
力
に

・
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
／
Ｅ
Ｕ
連
携
は
普
遍
・
覇
権
・
成
長
の
均
衡
が
鍵

経
済
産
業
研
究
所
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

田
村
暁
彦

た
む
ら　
あ
き
ひ
こ　
1
9
8
9
年
東
京
大
学

卒
、
通
商
産
業
省
に
入
省
。
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
修
士
課
程
修
了
（LL.M

.

）、
ジ
ョ

ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
博
士
課

程
修
了
（S.J.D

.

）。
在
米
日
本
大
使
館
一
等
書
記

官
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
法
律
部
法
務
官
、
日
中
経
済
協
会
北

京
事
務
所
長
、
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
通
商
政
策
局
担
当
）、
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
政
府
対
策
本
部
担
当
）
な
ど
を
歴
任
。

2
0
2
3
年
よ
り
ジ
ェ
ト
ロ
・
パ
リ
事
務
所
長
。
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こ
の
よ
う
に
、
内
外
か
ら
の
「
普
遍
」
に
対
す
る
攻
撃
を
受
け
て
、

Ｅ
Ｕ
自
身
が
「
普
遍
」
と
「
パ
ン
」
の
間
の
相
剋
に
悩
み
、
苦
闘
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
企
業
持
続
可
能
性
報
告
指
令

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
）や
企
業
持
続
可
能
性
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
指
令（
Ｃ

Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
）
の
先
送
り
、
さ
ら
に
は
、
米
国
と
の
厳
し
い
争
い
と
な

っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
法
（
Ｄ
Ｓ
Ａ
）、
デ
ジ
タ
ル
市
場
法

（
Ｄ
Ｍ
Ａ
）
そ
し
て
Ａ
Ｉ
法
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
Ｅ
Ｕ
の
「
普
遍
的
価

値
」
を
体
現
す
る
法
制
度
を
巡
る
動
揺
に
も
窺
わ
れ
る
。

　
欧
州
政
治
に
お
け
る
極
右
の
台
頭
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
昨
年

6
月
に
行
わ
れ
た
欧
州
議
会
選
挙
結
果
を
参
照
さ
れ
た
い（
図
）。左

派
勢
力
と
中
道
勢
力
が
後
退
し
、
穏
健
右
派
と
極
右
勢
力
が
伸
長
し

た
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
内
政
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
が
極
右

政
権
で
あ
る
ほ
か
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
で

既
に
極
右
政
党
が
連
立
政
権
入
り
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
も
国
政
で
極

右
勢
力
の
伸
長
が
顕
著
で
あ
る
。
な
お
、
極
右
の
台
頭
の
も
う
一
つ

の
原
因
が
移
民
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
Ｅ
Ｕ
と
は
何
か
」
と
い
う

根
源
的
な
問
い
へ
の
大
き
な
挑
戦
と
な
っ
て
い
る
。
昨
今
、
ド
イ
ツ

や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
Ｅ
Ｕ
主
要
国
が
、
不
法
移
民
対
策
と
し
て
国
境

規
制
強
化
を
実
施
し
始
め
た
が
、
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
人
の
自

由
な
移
動
を
保
証
す
る
シ
ェ
ン
ゲ
ン
条
約
と
緊
張
関
係
を
は
ら
む
。

37
(5.2%)

46
(6.4%)

139
(19.7%)

136
(18.9%)

71
(10.1%)

53
(7.3%)

102
(14.5%)

77
(10.7%)

176
(25.0%)

188
(26.1%)

69
(9.8%)

78
(10.8%)

49
(6.9%)

84
(11.7%)

25
(3.5%)

62
(8.8%)

33
(４.6%)

選挙前

アイデンティティ
と民主主義

無所
属

主権
国家の
欧州

欧州の
愛国者
（PfE）

欧州保守
改革党
（ECR）

欧州人民党
（EPP）

欧州刷新
（Renew）

欧州緑の党・
欧州自由同盟

社会民主進歩同盟
（S&D）左翼党

確定結果

出典：ジェトロ「欧州議会選挙結果」をもとに筆者作成

▪  上記の欧州議会政党と関係が深い主要政治家・政党は次の通り。S&D：独ショルツ前首相、
Renew：仏マクロン大統領、EPP：フォン・デア・ライエン欧州委員長、独メルツ首相、
ECR：伊メローニ首相、PfE：ハンガリー オルバン首相、仏国民連合、主権国家の欧州：独
AfD

図　欧州議会選挙確定結果（2024年 7 月15日）
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像
の
共
同
体
」（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
19
世
紀
「
国
民

国
家
」
の
成
立
過
程
を
表
現
し
た
概
念
）
と
ま
で
は
言
え
ず
、
今
な

お
、「
成
員
に
よ
る
時
間
空
間
に
対
す
る
共
通
認
識
」を
十
分
に
共
有

し
て
い
な
い
枠
組
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
人
権
や
環
境
・
持
続

的
可
能
性
と
い
っ
た
「
普
遍
的
価
値
」
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て

き
た
の
は
、
実
は
本
質
的
に
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
巡

る
問
い
の
答
え
を
探
す
た
め
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
が
「
想
像
の
共
同
体
」

に
な
る
た
め
の
紐
帯
を
得
よ
う
と
す
る
が
た
め
な
の
だ
。

内
外
か
ら
の
Ｅ
Ｕ
「
普
遍
」
へ
の
攻
撃

　
Ｅ
Ｕ
の
経
済
政
策
は
、「
戦
略
的
自
律
性
（strategic autono-

m
y

）」
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
直
接
的
契
機
は
、
資
源
の
ロ
シ
ア

依
存
、
市
場
の
中
国
依
存
、
安
全
保
障
の
米
国
依
存
に
由
来
す
る
欧

州
の
物
質
的
な
脆
弱
性
か
ら
脱
却
す
る
喫
緊
性
が
近
年
強
く
認
識
さ

れ
た
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
も
、「
普
遍
」
を
巡
る
問
い
か
け
が
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
経
済
的
に
強
く
、
か
つ
自
立
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」
を
国
際
社
会
に
お
い
て
他
者
か
ら
侵
食
さ
れ
ず
、

む
し
ろ
他
者
に
も
共
感
さ
せ
る
（
こ
の
政
治
力
は
「
規
範
的
覇
権
」

〔norm
ative hegem

ony

〕
と
呼
ば
れ
る
）
た
め
に
必
要
だ
か
ら
で

あ
る
。
軍
事
大
国
で
は
な
い
Ｅ
Ｕ
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
が
支
配
す
る
国

際
社
会
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」
を
支
え
る
た
め
に
依
存
で
き

る
の
は
経
済
力
で
あ
り
市
場
規
模
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
ら
の
市
場
規

模
を
利
用
し
て
規
範
的
覇
権
を
及
ぼ
す
Ｅ
Ｕ
の
姿
（
こ
れ
は
「
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
炭
素
国
境
調

整
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
）
に
も
典
型
的
に
観
察
で
き
る
。

　
「
戦
略
的
自
律
性
」の
追
求
の
一
環
と
し
て
、産
業
競
争
力
の
大
幅

強
化
を
提
言
す
る
「
ド
ラ
ギ
レ
ポ
ー
ト
」
を
踏
ま
え
、
2
0
2
4
年

12
月
に
発
足
し
た
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
第
2
期
政
権
は
、「
ク

リ
ー
ン
産
業
デ
ィ
ー
ル
」と
い
う
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
打
ち
出
し
た
が
、

こ
れ
は
、
第
1
期
で
進
め
て
い
た
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
の

環
境
面
を
希
釈
し
産
業
政
策
色
を
濃
厚
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
Ｅ
Ｕ
が
持
続
可
能
性
か
ら
離
れ
て
産
業
競
争
力
に
舵
を
切
れ
ば

切
る
ほ
ど
、「
Ｅ
Ｕ
と
は
何
か
」
と
い
う
「
普
遍
」
を
巡
る
問
い
か
け

か
ら
離
れ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
産
業
競
争
力
強
化

を
目
指
す
政
策
は
、
対
Ｅ
Ｕ
域
内
的
に
は
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
経
済
的
苦

境
に
対
す
る
解
決
策
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
経

済
的
苦
境
が
、「
普
遍
」を
奉
じ
る
Ｅ
Ｕ
と
い
う
上
部
構
造
に
対
し
て

否
定
的
立
場
を
取
る
極
右
へ
の
支
持
拡
大
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
自
ら
を
内
部
か
ら
脅
か
す
極
右
勢
力
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
経
済
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

極
右
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は
「
普
遍
」
を
離
れ
て
「
パ
ン
」
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
苦
し
ん
で
い
る
。
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が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
来
、
日
本
の
対
Ｅ
Ｕ
外

交
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
立
場
の
違
い
に
ま
で
分
け
入
っ
て
Ｅ
Ｕ
内
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
手
中
に
収
め
る
く
ら
い
に
洗
練
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。）

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｅ
Ｕ
の
「
結
合
」
が
視
野
に

　
次
に
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
日
本
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
側
は
ど
の
よ
う
に
応
じ
る
べ
き
か
を
考
え
た
い
。

　
ま
ず
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
身
の
「
弱
点
」
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
加
盟
条
件
と
し
て
1
0
0
％
に
近
い
関

税
撤
廃
率
を
課
し
、
投
資
設
立
前
の
無
差
別
原
則
、
自
由
化
志
向
の

電
子
商
取
引
や
国
有
企
業
に
関
す
る
規
律
を
擁
す
る
な
ど
、
最
も
先

進
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
経
済
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
態
と
は
合
っ
て
い
な
い
。

日
本
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
相
手
の
貿
易
額
は
全
貿
易
額

の
15
％
に
過
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
）加
盟
国
相
手
の
貿
易
は
日
本
の
全
貿
易
額
の
47
％
で
あ
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
、日
本
の
主
要
貿
易
相
手
国
で
あ
る
米
国
、中
国
、

韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
主
要
国
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
タ
イ
な
ど
）
が
加
盟
し
て
い
な
い
以
上
、
当
然
で
あ
る
。

日
本
に
と
っ
て
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
い
わ
ば
「
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
に
留
ま

り
、
経
済
共
同
体
と
し
て
の
実
態
が
な
い
。
一
方
の
Ｅ
Ｕ
は
、
加
盟

国
に
と
っ
て
の
域
内
貿
易
は
50
〜
70
％
を
占
め
、
経
済
共
同
体
と
し

て
の
実
態
を
伴
う
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
同
規
模
だ
と
し
て
も
、
交
渉
力
に

彼
我
の
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
連
携
を
ど
う
構
想
す
る
の

か
。
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

が
提
案
し
た
と
さ
れ
て
い
る
「
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
」
か
ら
、

多
く
の
識
者
が
提
案
す
る
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
の
共
闘
」
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
な
内
容
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。
前
者
は
非
現
実
的

な
選
択
肢
と
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
は
、
今
般
の
米
欧
合
意
で
の
Ｅ

Ｕ
側
の
「
傷
心
」
の
程
度
を
見
る
と
、
今
後
も
Ｅ
Ｕ
自
ら
が
「
規
範

的
覇
権
」
を
維
持
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
す
決
意
だ

と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し
て
、
こ
れ
と
何
ら
か
の

「
結
合
」で
巨
大
市
場
を
形
成
し
、国
際
場
裏
に
お
い
て
政
治
力
を
強

化
す
る
こ
と
、
か
つ
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
交
渉
を
通
じ
て
イ
ン
ド
太
平

洋
に
「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」、
す
な
わ
ち
「
普
遍
」
を
伝
道
す
る
こ
と
を

志
向
す
る
と
見
る
。（
な
お
、
仮
に
両
者
が
「
結
合
」
し
て
巨
大
市
場

を
形
成
す
る
場
合
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、Ｅ
Ｕ
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
す
る
か
、

あ
る
い
は
Ｅ
Ｕ
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
間
で
第
3
の
通
商
協
定
に
合
意
す

る
こ
と
に
な
る
。）
日
本
が
多
大
な
る
努
力
で
立
ち
上
げ
た
Ｃ
Ｐ
Ｔ
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ま
た
、
イ
タ
リ
ア
が
開
始
し
た
、
移
民
・
難
民
を
国
内
（
Ｅ
Ｕ
域
内
）

に
入
れ
ず
に
Ｅ
Ｕ
域
外
国
の
収
容
施
設
に
移
送
し
て
申
請
処
理
を
行

う
「
ア
ル
バ
ニ
ア
方
式
」
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
違
法
と

さ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
国
民
に
と
っ
て
、
自
ら
の
生
活
を
守
る
単

位
は
Ｅ
Ｕ
と
い
う
上
部
構
造
で
は
な
く
、「
想
像
の
共
同
体
」と
し
て

紐
帯
を
感
じ
る
国
民
国
家
た
る
加
盟
国
で
あ
る
、
と
い
う
心
情
が
ま

す
ま
す
強
ま
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
で
の
極
右
勢
力
台
頭
に
も
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も「
普
遍
」へ
の
共
感
を
求
め
る
か

　
日
本
や
イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国
が
Ｅ
Ｕ
と
の
協
力
を
考
え
る
際
に

は
、「
普
遍
」に
対
す
る
問
題
意
識
が
Ｅ
Ｕ
の
全
て
の
動
き
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
元
来
「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」

を
最
も
理
解
し
て
い
た
は
ず
の
米
国
の
無
理
解
が
も
は
や
動
か
し
が

た
い
も
の
と
な
っ
た
現
在
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
根
源
的
な
次
元
で

米
国
か
ら
深
く
傷
つ
け
ら
れ
た
Ｅ
Ｕ
は
、
必
ず
や
、
他
者
に
癒
し
を

求
め
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
最
近
Ｅ
Ｕ
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的

及
び
先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
と
の
連
携
へ
の
志
向
を
対
外

的
に
発
言
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
が
実
際
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
カ
ナ
ダ
（
い
ず
れ
も
今

年
4
月
に
首
脳
同
士
の
電
話
会
談
で
Ｅ
Ｕ
側
が
言
及
）
だ
っ
た
の
は

偶
然
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
国
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
の
中
で
「
Ｅ

Ｕ
的
な
も
の
」
に
一
番
理
解
が
あ
る
と
Ｅ
Ｕ
が
感
じ
て
い
る
か
ら
に

相
違
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
加
盟
国
内
で
は
圧
倒
的
に
貿
易
量
も

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
大
き
く
、
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
離
脱
後
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合

意
を
導
い
た
立
役
者
で
あ
る
日
本
に
、
真
っ
先
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

は
ず
で
あ
ろ
う
。（
あ
る
い
は
2
0
2
5
年
の
持
ち
回
り
議
長
国
の

豪
州
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
自
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
Ｅ
Ｕ
が
日
本

に
首
脳
レ
ベ
ル
で
直
接
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
連
携
に
つ
い
て
言
及
し
た

の
は
、
7
月
22
日
の
日
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
と
思
わ
れ
る
。）

　
同
じ
通
商
政
策
で
も
、
Ｅ
Ｕ
・
メ
ル
コ
ス
ー
ル
（
南
米
南
部
共
同

市
場
）
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

持
た
な
い
成
長
市
場
を
相
手
と
す
る
交
渉
は
、
商
業
的
動
機
が
強
い

で
あ
ろ
う
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
連
携
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
は
既
に

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
の
大
半
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
で
お
り
、
か
つ
Ｅ
Ｕ

と
米
国
以
外
の
先
進
国
の
多
く
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
商
業
的
動
機
よ
り
も
、「
Ｅ
Ｕ
的
な
も
の
」
つ
ま
り
「
普
遍
」

の
防
衛
・
伝
道
の
動
機
の
方
が
強
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
、
こ
の
Ｅ

Ｕ
の
動
機
及
び
そ
の
強
度
を
よ
く
理
解
し
つ
つ
、
国
益
に
か
な
う
形

で
戦
略
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。（
た
だ
し
、Ｅ
Ｕ
の
加

盟
国
レ
ベ
ル
で
の
「
普
遍
」
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
国
ご
と
に
濃
淡
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措
置
も
問
題
視
し
て
い
る
。（
な
お
、通
商
交
渉
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

か
は
別
と
し
て
、
欧
州
の
「
普
遍
」
に
対
し
て
日
本
自
身
が
見
解
を

異
に
す
る
問
題
も
、
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
石
炭
火
力
、
動
物
福
祉
、

死
刑
制
度
な
ど
い
く
つ
も
あ
る
。）
日
本
や
Ｇ
7
諸
国
は
、「
普
遍
的

価
値
」
を
新
興
国
途
上
国
に
伝
道
し
、
自
ら
の
貿
易
投
資
に
有
利
に

働
く
よ
う
に
競
争
条
件
を
整
え
る
戦
略
を
取
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う

が
、
ど
れ
ほ
ど
有
効
だ
っ
た
の
か
は
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
持
続
可
能
性
に
関
す
る
概
念
の
中
で
も
、
例
え
ば
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
は
新
興
国
・
途
上
国
市
場
に
は
か
な
り
浸
透
し
、
先
進
国

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
印
象
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の

「
普
遍
的
価
値
」に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。そ
れ
を
持
ち
出
さ
ず
と

も
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
経
済
発
展
を
遂
げ
た
い
新
興
国
・
途
上

国
か
ら
は
、
特
定
国
へ
の
過
度
の
依
存
回
避
の
必
要
性
や
補
助
金
に

起
因
す
る
過
剰
生
産
の
問
題
性
に
対
す
る
共
感
を
得
ら
れ
る
余
地
は

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｅ
Ｕ
の
連
携
の
重
要
項

目
と
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
に
お
け
る
共
闘
と
い
う
項
目
は
常
に
挙
げ

ら
れ
、
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
筆
者
も
考
え
る
が
、
そ
の
文
脈

で
、
例
え
ば
補
助
金
・
国
有
企
業
の
規
律
の
改
革
や
、
さ
ら
に
は
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
法
が
拠
っ
て
立
つ
思
想
を
効
率
性
重
視
か
ら
効
率
性
と
強
靭

性
の
バ
ラ
ン
ス
重
視
に
軌
道
修
正
す
る
改
革
を
進
め
て
ゆ
く
の
も
、

こ
の
方
向
性
に
合
致
す
る
だ
ろ
う
。（
下
欄
外
を
参
照
）

求
め
ら
れ
る
日
本
の
「
手
腕
」

　
最
後
に
、
日
本
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｅ
Ｕ
の
連
携
で
障
害
に
な

り
う
る
の
は
、
米
国
へ
の
向
き
合
い
方
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
日
本

は
（
お
そ
ら
く
他
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
も
）
国
際
社
会
の
安
定
の

た
め
に
は
「
覇
権
」
が
必
要
だ
と
い
う
「
覇
権
安
定
論
」
を
信
じ
て

い
る
。
対
し
て
Ｅ
Ｕ
に
そ
の
考
え
は
薄
い
と
の
印
象
で
あ
る
。
し
か

し
当
面
、覇
権
国
は
米
国
以
外
に
想
定
し
得
な
い
現
実
を
考
え
る
と
、

国
際
社
会
の
安
定
の
た
め
に
は
、
米
国
が
覇
権
国
た
り
得
る
能
力
と

意
欲
を
持
ち
続
け
さ
せ
る
動
機
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
は
存
在

す
る
。
日
本
は
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
、「
普
遍
」
に
対
す
る
米
国
や
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
慎
重
な
ス
タ
ン
ス
を
理
解
さ
せ
受
け
入
れ
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
強
い
Ｅ
Ｕ
は
わ
れ
わ
れ
の
利
益
で
も

あ
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
が
「
普
遍
」
を
推
し
進
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
止

め
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
Ｅ
Ｕ
が
米
国
と
の
関
係

に
傷
つ
い
て
イ
ン
ド
太
平
洋
に
癒
し
を
求
め
て
く
る
こ
と
に
よ
り
生

じ
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
果
的
に
使
い
、「
普
遍
」に
支
え
ら
れ
た
強
い

Ｅ
Ｕ
、「
覇
権
」
国
で
あ
り
続
け
る
べ
き
米
国
、「
成
長
」
を
実
現
し

た
い
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
、
の
3
者
の
均
衡
点
を
求
め
、
実
現
し
て

い
く
手
腕
が
、
今
の
日
本
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
本
稿
の
内
容
・

見
解
は
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
所
属
組
織
と
は
無
関
係
で
あ
る
）
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Ｐ
Ｐ
に
対
し
て
、
多
く
の
域
外
国
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
、

日
本
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
と
思
う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
反
面
、
日
本

自
身
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
ど
う
発
展
さ
せ
、
国
際
通
商
秩
序
の
復
興
に

役
立
て
て
い
く
の
か
、
構
想
と
行
動
が
欠
如
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は

せ
っ
か
く
の
好
機
を
も
の
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
命
を
吹
き
込
む
方
策
は

　
日
本
が
、
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
連
携
の
意
欲
の
高
ま
り
と
い

う
好
機
を
国
益
に
十
分
に
生
か
す
に
は
、
ま
ず
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
身

を
強
化
す
る
こ
と
が
先
決
だ
ろ
う
。
事
務
局
の
設
置
な
ど
の
さ
ら
な

る
制
度
化
の
ほ
か
、
既
に
加
盟
申
請
を
行
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
、
加
盟
に
関
心
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
加

盟
を
実
現
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
経
済
共
同
体
の
実
態
を
備
え
る
よ

う
に
努
力
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
Ｅ
Ｕ
側
の
連

携
意
欲
も
増
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
側
の
対
Ｅ
Ｕ
交
渉
レ
バ
レ
ッ
ジ
も
強

化
さ
れ
る
。
特
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
充
実
が
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て

の
「
戦
略
的
自
律
性
」
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。（
た
だ

し
、
製
造
業
主
体
経
済
で
あ
る
日
本
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
経
済
構

造
の
他
の
加
盟
国
と
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
将
来
像
は
大
き
く
異
な

る
可
能
性
が
あ
る
。）
返
す
刀
で
、
日
本
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
も
、

自
ら
の
「
戦
略
的
自
律
性
」
の
向
上
に
Ｅ
Ｕ
と
の
連
携
を
役
立
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
単
な
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
関
税
同
盟
の
結
合
だ
け
で
は

な
く
、
重
要
鉱
物
や
戦
略
物
資
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
を
実

現
す
る
具
体
的
な
事
業
も
連
携
の
中
身
に
含
む
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ

と
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
間
の
連
結
性
を
高
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
、
例
え
ば
イ
ン
ド
や
メ
ル
コ
ス
ー
ル
な
ど
、
両
地
域
の
間
に

位
置
す
る
地
域
も
巻
き
込
ん
だ
、
海
洋
を
通
じ
た
経
済
圏
構
築
に
資

す
る
事
業
も
併
せ
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
逆
に
、
日
本
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
価
値
と
し
て
の
「
Ｅ
Ｕ
的
な
も

の
」、
す
な
わ
ち
「
普
遍
」
に
対
し
て
ど
の
程
度
共
感
、
さ
ら
に
は
、

そ
の
伝
道
に
加
担
す
る
こ
と
が
利
益
に
か
な
う
の
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。こ
の
う
ち
、国
際
経
済
に
お
け
る「
法
の
支
配
」の
回
復
・

強
化
は
、
日
本
と
し
て
Ｅ
Ｕ
と
協
力
し
て
進
め
る
べ
き
問
題
で
あ
る

こ
と
は
論
を
俟ま

た
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
「
普
遍
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
経
済
の
今
後
の
生
命
線
が
、
米
国
を
別
に
す
れ
ば
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
言
わ
れ
る
新
興
国
・
途
上
国
市
場
と
の
関
係
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、取
捨
選
択
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
は
思
う
。

　
高
度
成
長
を
目
指
す
発
展
段
階
に
あ
る
新
興
国
・
途
上
国
は
、
製

造
業
を
中
心
と
す
る
輸
出
主
導
の
経
済
成
長
を
支
え
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
望
ま
し
い
と
感
じ
て
お
り
、
中
国
の
製
造
業
に
お
け

る
過
剰
生
産
を
問
題
視
す
る
一
方
、（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
）
Ｅ
Ｕ
の
「
普
遍
的
価
値
」
を
て
こ
と
し
た
保
護
主
義
Squarely Incorporates the Economic Security Perspective & by Encouraging the 
US to Join It”（2025年 1 月31日、国際経済交流財団）に譲る。


